


























































〔写真４〕『RIKKYO TIMES』1919 年５月 31 日号
（4）
− 92 −
　この他、神戸女学院のフォルダも存在し、はマーフィ＆ダナ事務所によって作成された完成予想図な
どを確認することができる（21:10）。現在、同学院のキャンパスは昭和に入ってから建設されたヴォー
リズ事務所設計による一連の建築群が著名であるが、それ以前に同事務所によって計画案が作成されて
いたことが分かる。
　立教大学に限らず、戦前の日本におけるミッションスクールの建築の大半は、外国人の建築家によっ
て担われていた。こうしたことから、すでに日本国内で失われている史料でも、アメリカをはじめとす
る国外にも史料が所蔵されている可能性が高く、こうした調査を展開していく重要性をあらためて確認
することができた。
〔写真５〕聖路加国際病院の完成予想図
